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れている。 1 ）動きの少ない人。 2 ）不規則な
水音や大声を出している人。 3 ）不自然な状態
で水に潜っている人。 4 ）ふざけあっている人。





































図 1 緊急時のフローチャート 
 
 













































2 コース 中級者のための練習コース 一方通行（往）
3 コース 中級者のための練習コース 一方通行（復）
4 コース 上級者のための練習コース 右側通行（往復）
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6 ．まとめ
プール開放を行う上で，利用者の立場に立っ
て考えると最も重要なことは，そこが安全で，
楽しく，快適な空間であるかどうかという点に
ある。これらの基盤を支えているのは，間違い
なく事故を未然に防ぐことである。本研究では，
プール開放時における安全管理対策の 1 つとし
て監視体制の在り方を検討し，その一例を提示
できた。今後も，事故防止での視点から安全を
担保していくことは重要であり，そのためにも，
客観的な指標を基に検証する必要があろう。
写真4　タワーからの監視 写真 5　プール利用の受付
